
議事録 
件名: 昔話『桃太郎』の深層に潜むリーダーシップと正義の分析 ​
日時/出典: 音源「桃太郎の奥に潜むリーダーシップと正義.m4a」より ​
参加者: 大谷、山本（専門家 2名） 

 

1. 導入と物語の普遍的テーマ 

●​ 本物語は、単なる鬼退治の英雄譚というだけではない。 
●​ 一見シンプルに見える言葉の裏には、リーダーシップ論やコミュニティにおける正義とは

何かといった普遍的な問いが存在している。 
●​ 今回は、この物語に隠された知的なナゲット（要素）を一つ一つ掘り起こすことを目的とす

る。 

2. 物語の始まりとおばあさんの能動的な役割 

●​ 「おじいさんは山へしがりに、おばあさんは川へ洗濯に」という日常の描写は、これから起
こる非日常的な出来事への完璧な準備となっている。 

●​ おばあさんが川で桃を見つける場面において、彼女は桃が流れてきたのをただ拾ったわ
けではない。 

●​ おばあさんは川に向かって「うまい桃はこっちゃ来い。苦い桃はあっちゃ行け」と呼びかけ
ている。 

●​ これは単なる独り言ではなく、物語の始まりが偶然の幸運ではなく、おばあさんの意思と
選択によって能動的に引き寄せられていることを示唆している。 

●​ おばあさんは、良い運命を呼び込む不思議な力や資質を持った人物として描かれてい
る。 

3. 桃太郎の成長と神聖な出自 

●​ 桃から生まれた赤ん坊には「桃太郎」というストレートな名前がつけられる。 
●​ 桃太郎の成長の仕方は非常に象徴的である。ご飯を1杯食べれば1杯だけ、2杯食べれ

ば2杯だけ、どんどん大きくなったという描写がある。 
●​ これは、桃太郎が普通の人間とは違う神聖な存在であることを示している。 
●​ 彼の成長は自然の摂理に従うのではなく、摂取したエネルギーが直接的に身体の成長

に変換されるという超自然的な法則に基づいている。 
●​ これは、英雄の規格外の力を子供にも直感的に理解できる見事な表現である。 

4. 冒険への召命と共同体の秩序回復という使命 

●​ 平和な日常の中、一羽のトンビが飛んできて、桃太郎に「鬼ヶ島へ行け。鬼退治に行け」
と突然告げる。 

●​ このトンビが神の使いなのか、桃太郎の内なる使命感の具現化なのかは説明されない。 
●​ 神話や英雄譚においては、こうした説明のつかない典型や信託が主人公を冒険へと駆り

立てる重要な装置として機能する。この曖昧さが物語に神話的な深みを与えている。 



●​ 桃太郎の旅の動機は、個人的な復讐や名誉ではない。テキストによると、彼は「食べ物を
奪ったり畑や家畜を荒らしたりする悪い鬼を退治したい」としている。 

●​ 彼の関心は、農村社会という共同体の秩序を守ることにあり、鬼はその秩序を破壊する
存在として描かれている。 

●​ 桃太郎は、自らの持つ規格外の力を共同体のために使うという使命をトンビの言葉に
よって自覚した。 

5. リーダーシップの確立とキビ団子の機能 

●​ 旅の準備として、おじいさんとおばあさんは新しい羽織袴、見事な刀、そして金のわらじを
用意する。特に「金」の表現は、この旅が神聖で特別なものであることを象徴している。 

●​ おばあさんが作ってくれた「日本一のキビ団子」は、「これを食べれば100人力」というセリ
フ付きの魔法のアイテムであり、物語のキーアイテムである。 

●​ 桃太郎が犬、猿、雉を仲間にする際、キビ団子を一つ渡すというやり取りは、単なる食べ
物の取引ではない。 

●​ 桃太郎が差し出しているのは、おばあさんの愛と魔法が込められた彼の力の源泉の一
部である。 

●​ これは「君の力を信じるから僕の力も分け与えよう」というメッセージであり、信頼の証で
ある。 

●​ この団子一つによって、「このリーダーは我々を見捨てず資源を公平に分配してくれる」と
いう**信頼感（心理的安全性）**を築き上げている。 

6. チームによる戦略的な問題解決 

●​ 犬、猿、雉という、陸・地上・空を代表するようなバランスの取れたチームが結成される。 
●​ 鬼ヶ島の高くて大きな鉄の門を突破する連携プレイは見事である。 

1.​ 雉: 空から偵察し、鬼たちが宴会をして昼寝をしているという重要な情報を持ち帰
る。 

2.​ 猿: 身軽さを活かして門を乗り越え、内側から鍵を開ける潜入工作を行う。 
3.​ 犬: 力で重い扉を押し開ける物理的な突破を行う。 

●​ これは、ただの戦闘集団ではなく戦略的な特殊部隊のようである。 
●​ この連携は、問題解決におけるチームアプローチの理想形であり、多様なスキルを持つ

メンバーが協力すれば、単一の能力では突破できない課題も解決できるという重要な教

訓を示している。 

7. 成熟した正義と和解 

●​ 戦闘シーンは意外なほどあっさりしている。 
●​ 物語のクライマックスは、物理的な戦闘そのものではなく、鬼の大将との一騎打ちのその

後に訪れる。 
●​ 桃太郎は命乞いする大将を斬り捨てず、「もう人々を苦しめることはしないと誓うか」と問

いかけ、誓いを聞いて彼を許す。 
●​ 桃太郎の目的は悪を破壊し服従させることではなく、あくまで共同体の秩序を回復するこ

とにあった。 
●​ 相手を構成させ、社会に再統合させるという選択肢が示されており、これは非常に成熟し

た正義の形である。 



●​ 戦闘シーンが短かったのは、物語の焦点が「誰が強いか」ではなく、「勝者がその力をど
う使うか」という点にあったためである。この行動は、力で支配するのではなく徳で治める

という英雄の器の大きさを示している。 

8. コミュニティへの富の還元 

●​ 許された鬼たちはお礼として、自分たちが持っていた宝物（金銀財宝）を桃太郎に差し出
す。 

●​ 桃太郎一行は宝物を車に積んで村へ凱旋し、この帰還の描写は旅立ちと同じフレーズが
繰り返され、物語が「縁を描いて閉じていく」感じを与える。 

●​ 桃太郎は持ち帰った莫大な宝物を独り占めせず、村のみんなに分け与える。 
●​ また、共に戦った犬、猿、雉にもご馳走をたっぷりと振る舞う。 
●​ この行動によって、彼の旅の動機が私利私欲ではなかったことが証明される。 
●​ 彼の真の報酬は宝物ではなく村に平和が戻ったことそのものであり、宝物はその平和を

皆で分かち合うための手段に過ぎなかった。 
●​ 物語は、それから鬼が現れず、皆が幸せに暮らしたという言葉で締めくくられる。 

9. 考察と残された問い（結び） 

●​ 『桃太郎』は、奇跡的な出自を持つ英雄が、共同体のための使命を自覚し、信頼によって
仲間を集め、多様な力を結集して課題を解決し、最後は敵を破壊するのではなく構成さ

せることで秩序を回復し、得た富はコミュニティに還元するという、理想的な英雄譚の構

造と現代に通じるリーダーシップ論が凝縮された物語である。 
●​ 思考を深めるための問い： 鬼が差し出した宝物は、そもそも鬼たちが村から奪い集めた

ものではなかったか。桃太郎がそれを村人に分け与えた行為は、単に品を元の持ち主に

返した「正義の回復」なのか、それとも英雄的な行いに対する「正当な報酬」と考えるべき

なのか。この物語における富と正義の微妙な関係について、さらなる考察が求められる。 
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